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こ れ は 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト の

マ ー ク ・ シ ュ ラ イ バ ー が 、

『 雨 の 牙 』 と い う 小 説 に

向 け て 書 い た 書 評 だ 。

こ の 話 の 主 人 公 ジ ョ ン ・ レ イ ン は 、

日 本 人 の 父 と ア メ リ カ 人 の

母 を 持 つ 日 系 ア メ リ カ 人 で 、

Ｃ Ｉ Ａ 工 作 員 で あ り 、

そ し て 暗 殺 者 だ 。 。

こ れ は

　 　 　
で あ る 。

東 京 は 、 危 険 な 街 …
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そ し て 日 本 は 今 、
で

さ ら な る 危 険 を

招 こ う と し て い る 。

真
実
を
知
り
た
い
方
は

コ
チ
ラ
か
ら

↓
↓

先 の 大 戦 に 敗 れ て 以 来 、

実 は 日 本 は 金 融 エ リ ー ト た ち の

金 融 的 植 民 地 で あ り 、

そ し て 今 、

移 民 に よ っ て 、

滅 び の 危 機 を

迎 え て い る の だ 。

た と え ば 名 古 屋 市 で 、

朝 の 通 勤 途 中 の 女 性 が 、

ウ ズ ベ キ ス タ ン 国 籍 の

男 に 襲 わ れ た 。
イ ス ラ ム 法 で レ イ プ を

立 証 す る こ と は 困 難 で 、

ヨ ー ロ ッ パ で は す で に

性 犯 罪 が 激 増 し て い る 。

「 移 民 問 題 」 を 放 置 す れ ば 、

日 本 の 女 性 も

安 心 し て 夜 道 を

歩 け な く な る だ ろ う 。

こ の 人 物 は 、

埼 玉 県 川 口 市 の

ク ル ド 人 問 題 で も 、

Ｎ Ｇ Ｏ 『 Ｊ
ジ ャ ニ ッ ク

Ａ Ｎ Ｉ Ｃ 』

の 援 助 を 通 し て

移 民 を 擁 護 し て い る 。

実 は 世 界 に は 、

移 民 を 推 奨 す る

金 融 エ リ ー ト た ち が い る 。

た と え ば 世 界 最 大 の 投 資 家

ジ ョ ー ジ ・ ソ ロ ス は 、

こ う 述 べ た 。
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山 折 り



こ の 状 況 が

戦 後 何 十 年 も 続 い て い る 。

つ ま り 日 本 が

キ ャ ッ シ ュ デ ィ ス ペ ン サ ー な ら ば 、

そ れ は 日 本 人 が 、

Ａ Ｔ Ｍ で あ る こ と を 意 味 す る 。

私 た ち 国 民 が 納 め た

税 金 の 使 い 道 を

政 治 家 が 正 そ う と す る と
。

確 か に 東 京 は 、
な の だ 。

２ ０ ０ １ 年 に 民 主 党 の 石 井 紘 基 議 員 が 、

宮 澤 喜 一 財 務 大 臣 に 、 こ う 質 問 し た 。

情 け な い こ と に 宮 沢 財 務 大 臣 は 、

「 特 別 会 計 」 を 把 握 し て い な か っ た 。

石 井 議 員 は

「 特 別 会 計 の 闇 」 を

国 会 で 暴 こ う と し て 、

そ の ３ 日 前 の

２ ０ ０ ２ 年 10 月 25 日 、

殺 害 さ れ た 。

彼 は 死 の 直 前 、

「 日 本 が ひ っ く り 返 る ほ ど

重 大 な こ と を 発 表 す る 」

と 語 っ て い た と い う 。

殺 害 し た 暴 力 団 員 は

テ レ ビ の 取 材 で 、

と 、 は っ き り 答 え た 。
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た と え ば ２ ０ ０ ８ 年 ９ 月 、

リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク に よ る 不 況 が

ま だ 後 を 引 い て い た 当 時 、

中 川 昭 一 財 務 大 臣 は 、

ホ ワ イ ト ハ ウ ス 向 け て

次 の よ う に 猛 抗 議 し た 。

そ の 後 、 彼 は

酩 酊 会 見 を 行 っ て

財 務 大 臣 を 辞 職 し 、

そ の 約 半 年 後 、

を 遂 げ た 。

実 は 日 本 国 民 に 見 せ ら れ て い る

約 １ ０ ０ 兆 円 の 国 家 予 算 、

「 一 般 会 計 」 の 奥 に 、

「 特 別 会 計 」 と い う も の が あ り 、

実 際 の 日 本 の 国 家 予 算 は 、

ほ ど で あ る 。

し か し こ の は 、

財 務 省 の ホ ー ム ペ ー ジ に

記 載 さ れ て い る も の の 、

国 会 で き ち ん と
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谷 折 り


